
 

 

 

 

 

６月は「命をみつめる強調月間」でした。 

★６月１日「命をみつめる日」の感想（続き）  

★４年生★ 

・お父さんやお母さんに「命を大切にしてね。」といわれました。お母さんやお父さんが生んでくれた

命だから命は絶対に大切。 

・がんばったこととがんばらなかったことは全然違うと思う。 

・命はなくなれば、もう戻ってこないから、絶対に命を乱暴に扱ったらだめだと思いました。  

・家族がいなくなるとさびしいけど、家族も、私がいないと悲しくなる。 

・気軽に「死ね」という人もいるけど、本当に死んでしまったら、もう取り返しがつかなくなる。  

・生きていることに感謝しないといけない。 

・命は一番大切なもの、どんな人にも一つだけしかないもの 

・ほかのみんなの命も大切にして人の命をバカにしないこと。みんなで支え合うこと、ぜったいに人の  

心を傷つけないで、助け合うこと 

・人だけではなくて、動物にも虫にも生きているものに１つだけの大切な命  

・「命を大切にしよう、悪口や嫌なことを言わないようにしよう」と思いました。 

・お父さんやお母さんは「自分より長く生きてほしい」と思っていると考えると、命って大切なんだなと 

思う。 

・けいこちゃんのお母さんとお父さんが、どれほどにけいこちゃんのことを思い、大切にしてきたのかが  

わかった。 

・命はあたりまえのようにあるんじゃないことが、これまで以上によくわかり、毎日の１日を大切にして

いきたいと思いました。 

・大切な命を守るためには自分の身を守る。  

・一人に一つしかなくて失ったら、もう人生をやり直せない大切なものだと思う。  

・物はいくらか出したら買えるけど、命はいくら出しても買えない、一人に一つの大切なもの  

・いくら頑張ってもいつか命はなくなるけど、頑張った分だけ命を輝かせられるものだと思います。ひ

どいことをされたら一番傷つくのは命です。だから、だれとでも仲良くします。  

・けいこちゃんが、「どうして髪がないの？」と聞かれたとき、ふつうの人なら、落ち込んだり、言い返し

たりする人が多いと思うけど、けいこちゃんは優しい言葉で返したからすごいと思いました。けいこ

ちゃんは、心が強いと思いました。 

・家族も、自分もかけがえのないたった一つのそんざいだと思った。  

・ぼくは今日、ともだちにいけないことを言ってしまいました。二度といけないことを言わないようにし

ます。命はすごく大切だと思いました。だから、悪口やいじめをしたり、ぼうりょくをふるったりしたら

ダメだと思いました。いじめや悪口はやっぱりしてはいけないなと思いました。  

・友達の命も、家族の命も大切にしたい。  

・命はお金では買えないし、死んでしまったら蘇ることもできないし、命がなくなったらおかあさん、お

父さんはとても悲しむ。 

・命がないと生きていけない。ぼくは、命をかがやかせたい。  
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★5 年生★ 

・命は、目には見えないけれども、だれもが大切にしていてぜったいなくしてはいけないもの。 

・自分も家族のみんなに心配をかけないようにして生きていこう、命を大切にしようと思いました。  

・こうやって生きていられるのもすごいことなんだなと思います。  

・命はとても大切なものだから、先のことを考えて危ないことをしてはいけないと思いました。  

・命はたった一つしかない大切なものです。たまに「死ね」や「きえろ」などひどい言葉を聞きます。私

は、自分の存在は 1 つしかないのにそんなこと言われたらとてもかなしいと思います。  

・命はその人に１つしかない大切なものだから、これからも人にやさしくしていこうと思いました。  

・このお話を聞いて、「死ね」などと言っていたり、紙に書いていたりした人を見たら必ず注意しようと

思いました。死ねという言葉を気軽にいうのはおかしいと思うからです。  

・がんという病気に強くたたかっていくけいこちゃんをすごいと思ったから、自分もいやなことには全力

でたたかっていきたい。けいこちゃんは苦しかったと思うけど一生懸命頑張ったけいこちゃんはすご

いと思った。 

・「生きる」とは人生の中で一番大切なもの  

・「命」とは一人にたった一つのもので、一度命を落とした人はもう生き返らない。だからこそ命を大

切にしようと思うし、ぼくは家族のみんなとさいごまでいっしょにいたいと思う。  

・みんな一人 1 つの大切な命だからこそ、自分の命は自分で守る。ときには家族のことも守ってあげ

る。どちらもだいじなこと。みんなで支え合うのが命だと思います。  

・私は、ひいおばあちゃんが亡くなって、いっぱい泣きました。いとこと、ひいおばあちゃんと料理をして

楽しかった。命はほんとうに大事なものなんだなと思いました。みんなにも命を大切にしてもらいた

いです。 

・今生きていることが当たり前ではない。これからも 1 日 1 日を大切にしていきたいです。 

・命はひとりに一つしかない大切なもの。これからは悪口を言ったりしないということを心がけたい。  

・悪口をいったり「死ね」と言ったりすると、本当に自殺してしまうかもしれない。  

・けいこちゃんの周りの友達が優しくけいこちゃんのことをはなしていて、自分の周りにも優しい人が

たくさんいるのだなと思いました。  

・命はたからもので、簡単にはやれないよって思った。  

・命があるのは当たり前じゃない、奇跡だと学んだ。毎日を大切に生きようと思いました。  

・命がなければやりたいことができない。命は宝物。  

・とてもとても大切な命なので、自分の命は自分で守る。 

・一人に一つだけの大事なたからもの。失うのがとてもこわいもの。なくなるとみんなが悲しくなるもの。

一回失うともう戻ってこない大事なもの。だから、命をとても大切に、健康に気を付けて過ごしたい。 

・けいこちゃんは、1 日 1 日を大切にして生きていました。  

・これからも、友達を大切にしようと決めました。  

・一つの命がなくなると、周りの人がみんな悲しむことや失った人はもう一生戻らないことがよくわか

りました。 

・命は一人に一つの大切なものだと改めて感じました。なので、誰かがいじめられたりしていたら、声

をかけてみようと思いました。 

・命は一つしかないもの。ゲームのように 2 つや３つなどもない世界で一番大切なものだと思う。 

・けいこちゃんの話を聞いて、親の気持ちがちょっとわかった。  

・今までも友達に「死ね」などの文句を言っている人が多いから、自分の命や他の人の命も大切に

してほしいです。自分は自分の命を一生懸命に守りたいし、もし、助けられることだったら他の人の

命も守りたいです。 

・今までは重大な命だとは言っていたけど、ここまで重大だとは思っていなかった。  

・これからは人にやさしくしてみんなの命を守りたい。  


